
あざみの⾥の働きやすい職場づくり

〜『持ち上げない・抱え上げない・引きずらない
ノーリフティングケア』の普及・定着を図る〜

社会福祉法⼈秦ダイヤライフ福祉会
特別養護⽼⼈ホームあざみの⾥

ノーリフティング推進統括マネジャー 井上輝昭
サブマネジャー ⻄野梨江





ノーリフティングケア

⾃⽴⽀援

⾄福の介護⾷

（bliss）

• 利⽤者、職員双⽅に優しいケア
• 持ち上げない、引きずらない、抱え上げない

• 個々の「寝て、⾷べて、出す」
• ⾃分らしく⽣きるをサポート

• 独⾃のムース⾷の開発、提供
• 選択⾷の提供

「皆様は私たちの家族です」



ナースコール

センサーマット

あざみの⾥



①スタンディングリフトや吊り上げリフト等の介護⽤リフト

②呼吸／⼼拍や睡眠状態等が⾒える化（眠りセンサー）

③ナースコールと記録システムを連動し⾃動⼊⼒

④業者と連携しニーズに沿った記録システムのカスタマイズ等

ダイヤリングの運⽤



環境整備に併せて・・・

これらの業務を
⽣活⽀援員に依頼



①職員の不良姿勢を徹底的に排除します

②⼈財育成の仕組みを作ります

③お互いに認め合える職場作りを⽬指します

④必要なご利⽤者に必要な物が使⽤できるよう物品整備を⾏います

⑤職場の安全性を⾼めるためのリスクマネジメントに取り組みます

あざみの⾥ 全体⽬標



腰痛予防体操 スクワット

①職員の不良姿勢を徹底的に排除します

いーち、にー、
さーん



②⼈財育成の仕組みを作ります

ノーリフティン
グケアの理解

姿勢の整えと
体の使い⽅

ボード、シー
トの使⽤

スタンディング
リフトの使⽤

吊り上げ式リ
フトの使⽤

個別ケアと

指導者認定

レベル5

レベル2

レベル3

レベル4

レベル1

レベル6

キャリアラダー制度を取り⼊れた研修体制



③お互いに認め合える職場作りを⽬指します



④必要なご利⽤者に必要な物が使⽤できるよう物品整備を⾏います



⑤職場の安全性を⾼めるためのリスクマネジメントに取り組みます

紐で調整できるスニーカーに！

半袖の下にアンダーシャツを着
⽤して冷え防⽌に！



実践成果
Ⅰ.腰痛保持者
Ⅱ.福祉⽤具使⽤率
Ⅲ.多職種で構成している推進メンバー
Ⅳ.離職率



Ⅰ.腰痛保持者の推移
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新たに発症 増強なし



Ⅱ.福祉⽤具使⽤率 取り組み前
介助⽅法 ⼈数 使⽤率
⾒守り 5 6％

移乗⽤ボード 12 15％
スタンディングリフト 5 6％

抱え上げ 58 73％

Ⅱ.福祉⽤具使⽤率 令和2年度
介助⽅法 ⼈数 使⽤率
⾒守り 25 31％

移乗⽤ボード 12 15％
スタンディングリフト 15 19%
吊り上げ式リフト 28 35％



Ⅲ.多職種で構成している推進メンバー

★マイスター受講終了者…10名

◎技術教育リーダー受講終了者…9名

★受講中

★受講中



Ⅳ.離職率

14.8％

10.7％

7.4％

平成30年度 令和1年度 令和2年度

離職率の変化



いきいきと働く姿がここにあります

インカム タブレット





ご利⽤者にとっては、住む場所が変わっても家族
のような職員と、最期までダイヤのように輝いた⼈
⽣を送っていただきたいと施設づくりを続けていま
す。
妊娠して⼦どもが産まれたり、歳を重ねて体⼒が
落ちたり、⻑期間休職したり、職員⼀⼈ひとりにも
様々な事情があります。ライフステージの変化が
あっても、安⼼して⻑く働き続けられる職場づくり
を⽬指しています。

まとめ



ノーリフティングケアの実践は「３密」を減ら
す効果も期待できます。
抱え上げての介助が無くなることで、職員とご

利⽤者が不要に密着する場⾯が⼤幅に減少します。
介護の仕事は本来、⼈とのふれあいを⼤切にし

ていますが、抱え上げの介助は不要な密着です。
感染症対策は、これからもしばらく続きます。今
ある資源を活⽤しながら、職員・利⽤者に優しい
ケアを続けていきます。



ご清聴ありがとうございました


